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戦後学校教育課程成立期における「経験主義」受容の様態について
the Aspect of “empiricism” acceptance























































質的な立案・実施は GHQ 民間情報局（GHQ/Civil 
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と自然に発展していって形づくる系列である






















 （ 1 ）児童が問題に直面すること。
 （ 2 ）問題を明確にすること。
 （ 3 ）問題解決の手順の計画を立てること。
 （ 4 ）その計画の手順に基づいて、問題の解決に必
要な資料となる知識を集めること。
 （ 5 ）知識を交換し合うこと。そして集められた知
識をもととして、問題の解決の見とおし、す
なわち仮説をたてること。
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